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地球周辺空間における
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地球i周1辺空 FH5に おける自然電1磁

波の.スベクトル

地球をかこむ広大な磁気圏は:稀簿電離プラ.ズマに充あてぉり,自然Q重大なプライマ実験室と
云える。.とくICtt」 liネルギ■粒子が飛,びかっている額聴 (地球申心から―地球瓢径の3ん 10借に
わたる個域)では,1羮動・粒子●精二作幕で発生する様 な々プラズ■汲動1赫存在する。このうち
静電1的波動は地■t・は観測されなぃが1電子のジャイロ潤鱗蠍より書い周籐数帯oホインス|ラ‐
モード渡は地上意|で劃達する。これらはvL.F故射iと1熙れておわ,:覆懸な動スペタトル構造を
も,ている。ここに示した例は,南種昭和基地■ 970年 1月 26日 1爆 力2o摯-16わ
10.π UTにわたって観■llされた準庸期的放射のスペタトル.である。離神は凋1波.数で,スペ|タ ト
ノツ輯 ぶ膿淡で示されてお|り ,時間にともに変化する、スペタトル0様相が勇らかにされでい.る。
赦射離 は20～ 3o紗の周蒻で変調を受けており:,それれ .のかた|まりは1さ らに糧郎的雌、
り返し(周調約3秒)をもつ欲細構造清:示|して,ヽる。この短潤‐期構造1ま,地球10確力線に沿っ|て
きイッスラーモード波東が南北両辛球に|わたって往復する.ことによ.る ものであり,長 1朧期成分は
贈 ら鶴い毒裁輔制本波に,よ―,て ,‐放射翁 るこ―とによると考えられているo
このように地球周辺空間でのメラズマ競動を研斃する上にVLF自1然電磁塑 観測が役立って
｀
いる。
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